平成２５年度みよし市子ども総合支援センター基本構想策定検討委員会（第３回）議事録
（柴本専門監）定刻になりましたので、只今から第３回みよし市子ども総合支援センター基本構想策定検討委員会を開催いたします。会議に先立ちまして、礼の交換を行います。ご起立ください。一同、礼。ご着席ください。本日の会議は公開といたしております。あらかじめご承知おきください。
　それでは、本日の会議資料の確認をお願いいたします。協議事項１のアンケート調査の結果と、協議事項２のヒアリング調査の結果についてはすでに郵送させて頂いております。それらの資料とは別に、本日お手元には協議事項３のワークショップの開催についての資料を配布いたしております。ご確認ください。

なお、協議事項１のアンケートにつきましては、１２００世帯を対象に実施をいたしまして、５８４人の方からご回答をいただきました。協議事項２のヒアリングにつきましては、就学前の先生、団体、小中学校の先生、中学生、高校生を対象に４回行いました。補足としまして、児童厚生員、高校の先生、保護者のアンケート調査も実施しております。本日の協議事項１と２については報告が主な内容です。
また、協議事項３でワークショップの開催についての協議をしていただきますが、ワークショップへの参加者を９月１５日の広報にて募集いたしているところであります。
それでは、小沢委員長にごあいさつをいただき、その後、議事の進行を委員長にお願いいたします。

（小沢委員長）只今から議事を進めたいと思います。なお、本日の会議の終了予定時刻は午前１１時３０分から正午を予定しておりますので、会議の進行にご協力をお願いいたします。それでは、「アンケート結果の調査について」を事務局より、お願いします。
（廣瀬）みなさん、おはようございます。協議事項についてまとめた内容につきまして、あいネットの新谷さんからご説明をいただきます。

（新谷）【説明】
（小沢委員長）アンケートを専門的な立場で分析と考察というような形でご説明いただきしたが、ご質問がある方がいらっしゃいましたらお願いします。　
２７ページの表の一番下について、同じことが書かれているのですが、どちらかは誤りですか。
（廣瀬）すみません、こちらは誤りです。もう一度確認して、次回の委員会において修正した報告書の中でも正しいものをお示しすることでよろしいですか。
（河合）対象者となった人１,２００世帯のうちのどのくらいが回答者に該当しているのでしょうか。

対象者が18歳未満の子どもがいる世帯ということで、子どもがいる世帯がみよし市に何世帯あるのか、そのうち今回選んだのが何％か、ということをつけ加えておけば行政の調査としては客観的な内容になり、きわめて信頼性が高いと言えるのではないでしょうか。
何を根拠にしているかということを押さえておくべきであると思います。
あともう１点、最初に感じたことなのですが、３ページで属性と性別を聞いていますが、男女では考えにかなり差があると思います。全体の中で１３．５％の回答者である父親の意見は無視していいのか、もしくは父親の意見を積極的に取り入れていくのか。父親が子育てに参加するためには、父親の少数の意見はとても貴重なものであると思います。核家族とそうでない家族で意見には違いがあるのでしょうか。

核家族が多いからこそ、父親の出番が多く、意見が必要なはずです。それをどうやって引き出していくのか？属性を分けるのであれば、必要なところのみでもいいのでそれを反映した分析をするべきです。アンケートの結果自体は、とてもよくまとまっていると思います。
（柴本専門監）まず最初の質問で、１２００世帯はみよし市全体の対象世帯は何パーセントということですが、住民基本台帳を基にして、報告書の中で記載したいと思います。
（新谷）男女別の差ですが、需要があればですが、基本構想の段階ですので、それをもってどういった使い方をしていくのかということをある程度考えて動くとすれば、次の段階でもいいのではないかと思います。みよし市としては現在、女性が９割を担っているという状況です。それをふまえて支援センターがどんな機能を持つのか、ということの判断をしているところなので、その件に関しては実施計画を作る段階でもう少し踏み込んで調べていくほうがいいのかな、と思います。男性の呼び起こしについては、今後の課題であるとは思っております。
（委員長）ありがとうございました。それでは、今後の展開で今のご意見を生かしていっていただけたらと思います。

（健康福祉部長）男性が子育てについてどんな考えを持っているか、という分析も今後考えていきたいと思います。可能な範囲で対応していきます。

（小沢委員長）次へ進めさせていただきます。ヒアリング調査の結果について、事務局からお願いいたします。
（新谷）（廣瀬）【説明】

（小沢委員長）お気づきになったことや、意見があればお願いいたします。

（三輪）このワークショップの告知は、広報だけでしょうか。チラシなどは配ったりしないのですか。
（廣瀬）はい、広報だけです。

（三輪）食育の関係で親子料理教室などを広報にのせることがあるのですが、それだけだといつも集まりが悪いので、広報だけでは集まらないのではないか、と思いました。
チラシを１枚貼ってもらうだけでも違うのではないでしょうか。
（河合）役所としては、集めたいのか集めたくないのかのどちらかです。本当に必要があれば、あの手この手を使って引っ張り出します。
（小沢委員長）財政などの関係もございますので、ご意見として考えていただいて判断していっていただけたらと思います。
（廣瀬）説明が遅れて申し訳ありませんが、アンケート報告書は初稿なので、ご指摘いただくところがまだあるかと思います。完璧に近い、間違いの少ないものにしたいので、ぜひともこちらでお気づきの点があればご指摘いただければと思います。また、ワークショップの開催結果について、実は広報を出したときには具体的にどう進めていくか、アンケートやヒアリングの結果がわからない段階で企画したので、どういった形でと詳細を具体的に詰めたものが決まっておらず、漠然としており、広報では開催目的が市民の方に十分理解していただけなかったと気になっていた部分もあります。ご指摘ありがとうございました。１１月５日までにまとめて、基本構想案の骨子としてパブコメや市幹部にあげられるものの案を作っていきます。この案はこの検討委員会で検討したのち、パブリックコメント、市の幹部会議のベースにもなっていきます。
（河合）それであれば、重要なことと意識して申し上げますが、この資料は現段階では案、ということでよろしいですか。そうであれば、（案）と明記するべきです。このままではこれで決定事項として受け取られます。情報公開があったときに、これは非公開情報で決定するまでは内示情報であると意思決定すればいいですが。公開できる時期を決めておかないといけないのではないでしょうか。公開できないということには理由がいりますので。
（柴本専門監）個人情報となれば当然非公開となりますが、そういった情報ではないので、もし開示請求があれば個人情報以外のところは公開をします。

（廣瀬）情報プラザというところで、この委員会で協議された内容、資料、議事録は公開をしております。これが案ではなく成案と捉えられてしまうのは問題なので、そちらに関しては作り直そうと思います。

（河合）それなら結構です。
（天石）今度の庁舎内のワークショップに期待しているのですが、そのときに市役所が自分のところでやっていること以外のことも集めて議題の中に取り入れてほしい、たとえば社会体験や活動などで、市以外が主催している関係の機関も含めて討議していってほしい。

（柴本専門監）産業課の農業体験のように、主催に限らず取り入れていこうと思います。

（小沢）ありがとうございます。以上でよろしいでしょうか？次回の会議ですが、いつにいたしましょうか？

（専門監）１１月の上旬、選挙の準備の関係もありますので、８日より前の日付でお願いしたいと思います。

（廣瀬）１１月１５日に１２月１５日の広報の原稿を入れたいので、それまでに委員会をやりたいです。また、１１月５日までに資料をお配りします。

（専門監）１１月７日はいかがでしょうか。

（小沢委員長）皆様の予定は大丈夫ですか？では、７日に開催したいと思います。それでは、以上をもちまして、本日の議題すべて終了いたしましたので、事務局にお返しします。
（柴本専門監）小沢委員長、議事進行ありがとうございました。審議会終了にあたり、礼の交換を行います。ご起立ください。一同、礼。

